





































A Form of Wooden and Bamboo Manuscripts in the Wei-Jin（魏晋） Period : 


























　長沙呉簡中の竹簡は数万枚にも及ぶが，その大きさから 2 種に大別される。一方は，長さ 25 ～
























　　吏鄭 ｢黑受｣ . （壱 7313）
　アは嘉禾 2（233）年分の税米 13 斛を，平郷の所属で洽丘に居住する李成（身分を示す用語が冠


























                                                          （『三国呉簡』VI24 頁①）
　エ沂泛郷 呉世入嘉禾二年麻租錢賈米十一斛一斗＝嘉禾二年十二月廿一日，付郭浦倉，吏 ｢谷＝
　　□ 受□｣ . 副曹 .  （『三国呉簡』VI24 頁④）
　オ沂泛郷監丁□入嘉禾二年帥客米五十斛冑畢＝嘉禾二年十一月十八日，付郭浦倉，吏 ｢谷□ 受□｣.＝












　カ　　・右都郷入税 五枚米合八十三斛八斗五升 （『三国呉簡』VI24 頁③）




















































　　･ 史潘 ｢慮｣ .  （弐 701）
　郷名部分は欠損しているが，納入者はウと同じ劉喜であり，賦課年次は（嘉禾）2 年，納入年次



































































































































　　君教　　　　　　丞出給民種 如曹期會掾烝 ｢□｣ 録事掾谷 ｢水｣ 校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘉禾三年五月十三日白庫領品市布
　　　　　　　　　　主簿　　　　　　　省起嘉禾元年十二月一日訖卅日一時簿
























嘉禾 4 年の吏民田家 は，翌 5 年の 2 月 20 日以降 3 月 20 日までの一か月の間に，田戸曹史の校閲
を経て左右に裁断されたことが明らかになっているが
（32）
，この一か月間の中でも，3 月の 3 日と 10
日に集中している。もし 3 月 3 日に校閲が行われたのであれば，直ちに当該の郷（担当の勧農掾）
により裁断され，その一方がソのような表題簡や送り状の白文書とともに県廷に届けられたと考え























　タ都 郷 勸 農 掾 郭 宋 頭 死  罪白 ; 被曹勅，條列郷 界方遠□居民，占上戸籍
　　分別言 . 案文書，輒部歳伍  五亰 陳□□毛常等隱 核所部 . 今亰關言，州吏姚達
　　誠裕大男趙式等三戸口食十三人□ 在部界. 謹列人名口食 年紀各別爲簿，如牒 . 謹　
　　列 言 . 宋 誠 惶 誠 恐 頭 死  罪死罪 .







とでした。そこで文書を調べ，歳伍の五京 ･陳□□ ･ 毛常らを分遣して，それぞれの担当区域に
ついて（漏れや過ちを）正させました。今，京が申すには，州吏の姚達と誠裕，大男の趙式ら
3 戸計 13 人が域内で見つかりました。謹んで人名 ･ 口数・年齢を列記して各々「簿」を作り，
別添した通りです。謹んで言上致します。宋がお恐れながら畏まりつつ。






させた結果，3 戸 13 人が検括され，その「簿」が作成されて戸曹
に届けられた
（36）


































　以上，チ～ナの 5 枚のうち，ツとテの 2 枚は番号が隣接しているだけではなく，濃いめの太い墨
と横長のしっかりした書跡が一致するので，元来は同じ文書だったと考えられるものである。
















































　ニ／□禾元年九月乙丑朔廿日甲戌，臨湘侯相靖 ･ 丞祁叩頭死罪敢言之□ （壱 4396 正）





















代簡牘分類試論」，『木簡研究』第 34 号，2012 年などが
ある。
（ 2 ）　　長沙呉簡の概要については，長沙市文物工作隊
･ 長沙市文物考古研究所「長沙走馬楼 J22 発掘簡報」，『文





第 30 号，2013 年や，髙村武幸「秦漢時代の牘について」，






（ 3 ）　　2013 年 12 月現在，走馬楼簡牘整理組編の図録
本は 5 冊が既刊だが，そこに写真と釈文が収録されて
いるのは合計 45808 枚（『吏民田家 』2141 枚，『竹簡』




（ 4 ）　　本稿は，平成 16-18 年度科学研究費補助金 ･ 基
盤研究（B）「長沙走馬楼出土呉簡に関する比較史料学
的研究とそのデータベース化」（研究代表者 : 關尾／課
題番号 16320096），ならびに平成 20-23 年度科学研究費
補助金 ･ 基盤研究（A）「出土資料群のデータベース化
とそれを用いた中国古代史上の基層社会に関する多面的








玉白收送中外估具錢事｣ 試釈」，『東洋学報』第 95 巻第
1 号，2013 年，伊藤敏雄「長沙呉簡中の生口売買と ｢估
銭｣ 徴収をめぐって─ ｢白｣ 文書木牘の一例として─」，






































































































て─ ｢魏晋 ｢名刺簡｣ ノート｣ 補遺─」，『資料学研究』






















う。四時 = 四季に対して，一時 = 一季を指すが，必ず
しも 3 か月と期間が固定されていたわけではなかったよ
うである。また王素「長沙呉簡中的“月旦簿”与“四時
簿”」，『文物』2010 年第 2 期，参照。
（28）　　谷口建速「長沙走馬楼呉簡にみえる ｢貸米｣ と
｢種 ｣ ─孫呉政権初期における穀物貸与─」，『史観』








































































嘉禾四年八月丁未朔　日臨湘侯相君丞敢言之                      
 （肆3568）
／□□月四日□□臨湘侯相君丞叩頭　死罪敢言之／□    
 （肆5442）
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